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3 かしはら市議会だより

と
す
る
た
め
、
訴
え
提
起
前
の
和

解
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
第
96

条
第
1
項
第
12
号
の
規
定
に
基
づ

き
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

橿
原
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
わ
ら
ぎ

の
郷
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
、

地
方
自
治
法
第
２
４
４
条
の
２
第

６
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の

和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
の
決
定

（
2
件
）

　

和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
の
決

定
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
第
96

条
第
1
項
第
12
号
及
び
第
13
号
の

規
定
に
基
づ
き
、
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の

継
続
審
査

条

例

案

件

橿
原
市
議
会
政
務
活
動
費
の
交

付
に
関
す
る
条
例
の
廃
止
（
議
員

提
出
）

橿
原
市
議
会
の
議
員
の
定
数
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
（
議
員

提
出
）

　

橿
原
市
議
会
の
議
員
定
数
を
24

人
か
ら
22
人
に
改
め
る
も
の

討　
　

論

　

次
の
議
案
に
つ
い
て
討
論
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

日
本
共
産
党

　

憲
法
15
条
2
項
の
全
体
の
奉
仕

者
と
し
て
、
公
正
・
中
立
の
立
場

で
、
住
民
の
権
利
と
福
祉
の
実
現

の
た
め
に
そ
の
能
力
を
発
揮
す
べ

き
地
方
公
務
員
を
、
任
命
権
者
の

言
い
な
り
に
変
質
し
か
ね
ず
、
人

件
費
削
減
の
仕
掛
け
と
な
り
認
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

橿
原
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正

日
本
共
産
党

　

正
規
職
員
を
増
や
し
、
指
導
員

が
安
定
し
て
働
く
環
境
を
つ
く
る

こ
と
で
の
問
題
解
決
を
提
案
し
て

反
対
す
る
。

橿
原
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
わ
ら

ぎ
の
郷
の
指
定
管
理
者
の
指
定

日
本
共
産
党

　

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
民
間

の
営
利
企
業
へ
の
委
託
は
反
対
で

あ
る
。

平
成
30
年
度
橿
原
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
2
号
）

日
本
共
産
党

　

生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ
の
た

め
の
シ
ス
テ
ム
改
造
費
用
や
、
や

わ
ら
ぎ
の
郷
の
指
定
管
理
の
予
算

が
含
ま
れ
て
お
り
反
対
す
る
。

平
成
29
年
度
橿
原
市
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定

日
本
共
産
党

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
よ
る
ホ
テ
ル
を
含
む

複
合
施
設
建
設
に
上
限
１
２
７
億

円
の
債
務
負
担
行
為
を
計
上
し
て

平
成
49
年
度
ま
で
約
１
０
０
億
円

の
返
済
を
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
汚
染

土
壌
処
分
な
ど
新
分
庁
舎
整
備
費

に
22
億
7
，
０
０
０
万
円
を
執
行

し
た
。
防
災
対
策
や
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
の
導
入
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
路
線
拡
充
な
ど
、
市
民
生

活
と
教
育
を
充
実
す
る
こ
と
を
提

案
し
て
反
対
す
る
。

公
明
党

　

歳
入
は
増
加
し
た
が
、
臨
時
財

政
対
策
債
を
発
行
す
る
な
ど
厳
し

い
財
政
状
況
の
下
、
地
域
経
済
活

性
化
の
た
め
ふ
る
さ
と
納
税
特
設

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
待
機

児
童
解
消
と
保
育
環
境
の
向
上
に

民
間
保
育
所
の
増
改
築
等
を
実

施
し
、
精
神
障
が
い
者
医
療
費
助

成
対
象
を
2
級
ま
で
拡
大
し
、
学

校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
ま
た
、
橋

梁
長
寿
命
化
工
事
に
取
り
組
ん
だ
。

財
政
調
整
基
金
や
公
共
施
設
整
備

基
金
な
ど
へ
7
億
円
を
積
み
立
て

て
財
政
健
全
化
に
も
取
り
組
ん
だ
。

健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
、
本
市

の
特
性
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
て
引
き
続
き
努

力
す
る
こ
と
を
願
い
賛
成
す
る
。

平
成
29
年
度
橿
原
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

日
本
共
産
党

　

命
と
健
康
を
守
る
国
民
健
康
保

険
制
度
を
確
立
す
る
た
め
、
減
ら

し
続
け
て
い
る
国
庫
負
担
増
額
を

政
府
に
要
請
し
、
市
独
自
の
申
請

減
免
制
度
を
拡
充
す
る
こ
と
を
提

案
し
て
反
対
す
る
。

平
成
29
年
度
橿
原
市
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定

日
本
共
産
党

　

２
０
１
７
年
4
月
か
ら
低
所
得

者
に
対
す
る
保
険
料
軽
減
措
置
を

縮
小
し
た
。
２
０
０
８
年
4
月
の

実
施
以
前
は
医
療
費
無
料
の
医
療

制
度
だ
っ
た
が
、
75
歳
以
上
は
別

建
て
の
保
険
に
入
ら
せ
、
保
険
料
、

医
療
費
負
担
を
押
し
つ
け
て
い
る

本
制
度
は
廃
止
す
べ
き
と
提
案
し

て
反
対
す
る
。

平
成
29
年
度
橿
原
市
介
護
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

日
本
共
産
党

　

２
０
１
７
年
8
月
よ
り
高
額

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
一
般
区
分

の
負
担
上
限
額
を
月
額
4
万
4
，

4
０
０
円
に
引
き
上
げ
、
安
心

で
き
る
制
度
か
ら
乖
離
し
て
い
る
。

介
護
の
社
会
化
と
離
職
者
を
な
く

す
原
点
に
立
ち
返
り
、
独
自
の
減

免
措
置
な
ど
低
所
得
者
対
策
を
提

案
し
て
反
対
す
る
。

平
成
29
年
度
橿
原
市
駐
車
場
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

日
本
共
産
党

　

畝
傍
御
陵
前
駅
の
立
体
駐
車
場

建
設
費
用
は
8
億
3
，
０
０
０
万

円
で
、
起
債
の
償
還
も
あ
り
、
直

近
5
年
で
1
億
円
の
赤
字
で
あ
る
。

事
前
・
事
後
の
評
価
を
綿
密
に
行

い
、
安
易
に
箱
物
を
建
設
す
べ
き

で
は
な
い
と
指
摘
し
て
反
対
す
る
。

平
成
29
年
度
橿
原
市
上
水
道
事
業

会
計
決
算
認
定

日
本
共
産
党
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